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中
央
会
理
事
会
・
役
員
懇
談
会　

２

組
合
等
の
動
き（
ま
ち
か
ど
サ
ロ
ン
紹
介
ほ
か
）　

３　

助
成
制
度
案
内　

４

組
合
等
新
規
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
の
紹
介　

５

組
合
ク
リ
ニ
ッ
ク（
総
額
表
示
に
つ
い
て
）　

７　
　

月
の
景
況
調
査　

８

12

海
外
レ
ポ
ー
ト（
Ｗ
Ｖ
州
）　

９　

支
所
だ
よ
り　
　
　

事
務
局
だ
よ
り　
　

１０

１１

　

若
者
の
就
職
支
援
の
た
め
の

「
人
材
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
」
が
こ
の
ほ
ど
設

立
さ
れ
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
国
が
進
め

る
「
若
者
自
立
・
挑
戦
プ
ラ
ン
」

の
岐
阜
県
若
年
者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
（
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
）
構
想
を
推
進
す
る
全
国
初
の
協
議
会
で
あ
る
。

　

対
象
は
、
若
年
失
業
者
二
万
四
千
人
程
度
、
学
卒
未
就

職
者
一
千
人
以
上
、
早
期
離

職
者
五
千
人
程
度
、
フ
リ
ー

タ
ー
二
万
三
千
人
程
度
の
約

五
万
人
を
三
ヵ
年
で
半
減
さ

せ
る
た
め
、
産
学
官
の
連
携

で
対
策
を
進
め
る
。

　

若
者
の
雇
用
情
勢
が
厳
し

い
現
状
の
中
で
、
国
は
平
成
十
六
年
度
か
ら
、
就
職
に
関

す
る
相
談
か
ら
紹
介
ま
で
を
行
う
若
者
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

就
業
促
進
サ
ー
ビ
ス
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
」
を
、
全
国
十
県

程
度
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

全
国
の
若
者
の
雇
用
情
勢
は
、
①
高
い
失
業
率
（
二
十

四
歳
以
下
約
一
〇
％
（
全
体
の
失
業
率
の
約
二
倍
））、
②

増
加
す
る
無
業
者
、
フ
リ
ー
タ
ー
等
（
フ
リ
ー
タ
ー
二
百

万
人
、
若
年
失
業
・
無
業
者
百
万
人
）、
③
高
い
離
職
率

（
中
卒
七
割
、
高
卒
五
割
、
大
卒
三
割
（
学
卒
三
年
後
））

④
地
域
に
お
け
る
若
年
雇
用
情
勢
の
格
差
な
ど
が
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

岐
阜
県
に
お
い
て
も
、「
県
就
業
構
造
基
本
調
査
」
に
よ

る
と
、
十
五
歳
以
上
の
県
民
の
う
ち
仕
事
を
持
っ
て
い
る

人
の
割
合
を
示
す
「
有
業
率
」
が
六
二
％
と
な
り
、
調
査

を
始
め
た
昭
和
三
十
一
年
以
降
で
、
最
も
低
く
な
っ
た
。

　

ま
た
、
一
年
以
内
に
転
職
し
た
人
は
六
万
一
千
人
（
転

職
率
五
・
五
％
）、
一
年
以
内
に
仕
事
を
無
く
し
た
人
は
六

万
五
千
人
（
離
職
率
五
・
九
％
）
で
人
数
、
率
と
も
そ
れ

ぞ
れ
過
去
最
高
と
な
っ
て
い

る
。

　

特
に
、
十
五
歳
〜
二
十
四

歳
ま
で
の
転
職
率
は
、一
四
・

六
％
に
上
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
「
人
材
チ
ャ
レ
ン

ジ
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
」

は
、
県
の
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
を
推
進
す
る
た
め
、
県
、
岐
阜

労
働
局
、
行
政
機
関
、
経
済
団
体
、
労
働
団
体
、
大
学
、

マ
ス
コ
ミ
な
ど
が
委
員
を
務
め
る
。

　

こ
の
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
が
「
若
者
の
働
く
意
欲
を
喚
起
し

つ
つ
、
す
べ
て
の
ヤ
ル
気
の
あ
る
若
年
者
の
職
業
的
自
立

を
促
進
」
す
る
た
め
、「
若
者
が
気
軽
に
就
職
相
談
に
訪
れ
、

立
ち
寄
れ
る
施
設
」
と
し
て
活
用
さ
れ
、
若
者
の
自
立
・

支
援
に
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

�
…
�

『
�

』（
平
成
十
五
年
四
月
〜
十
七
年
三
月
）

産
学
官
で
若
者
の
就
職
支
援

人
材
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー　

運
営
協
発
足
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等
に
つ
い
て
審
議
・
報
告
し
、
各
議

案
と
も
承
認
さ
れ
た
。

　

辻
会
長
は
開
会
に
あ
た
り
「
平
成

十
六
年
度
予
算
は
、
小
泉
総
理
の
掲

げ
る
三
位
一
体
改
革
の
中
で
、
非
常

に
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
が
、
こ
ん

な
時
こ
そ
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

知
恵
を
絞
り
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
事

業
計
画
・
収
支
予
算
を
立
案
し
、
事

業
執
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
中
央
会
は
『
協
力

す
る
中
央
会
か
ら
提
案
す
る
中
央
会

へ
』
を
基
本
理
念
に
事

業
を
推
進
し
て
き
た
が
、

本
年
か
ら
は
『
役
立
つ

中
央
会
』
を
モ
ッ
ト
ー

に
事
業
構
築
を
し
て
い

く
。
是
非
、
ご
協
力
頂

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

次
に
情
報
交
換
会
と

し
て
、
県
農
林
商
工
部

の
長
屋
栄
商
工
局
長
よ

り
「
岐
阜
県
経
済
の
活

性
化
に
つ
い
て
」
の
説

明
が
あ
り
、
オ
リ
ベ
２

０
０
３　

N
Y
で
得
ら

in

山
町
、
６
名
）
▽
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
Ｗ

Ｉ
Ｎ
Ｓ
岐
阜
協
同
組
合
（
平
下
昌
臣
、

岐
阜
市
、４
名
）▽
岐
阜
ア
イ
テ
ィ
ー

ベ
ン
チ
ャ
ー
協
同
組
合
（
森
本
隆
成
、

大
垣
市
、　

名
）
▽
養
老
食
肉
事
業

２４

協
同
組
合
（
田
中
政
司
、
養
老
町
、

４
名
）
▽
協
同
組
合
岐
阜
県
鍼
師
灸

師
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
（
藤
井
成
幸
、

岐
阜
市
、　

名
）
▽
飛
騨
杉
研
究
開

３０７

発
協
同
組
合
（
岡
田
贊
三
、
高
山
市
、

５
名
）
▽
岐
阜
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
名
産

販
売
協
同
組
合
（
安
江
政
弘
、
岐
阜

市
、　

名
）
▽
岐
阜
医
療
事
業
協
同

１２

組
合
（
渡
邉
誠
、
岐
阜
市
、
４
名
）

▽
東
海
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
協
同
組
合

（
佐
藤
武
彦
、
美
濃
市
、
９
名
）
▽

友
誼
ア
パ
レ
ル
協
同
組
合
（
小
林
粲
、

関
ヶ
原
町
、
４
名
）

れ
た
成
果
や
県
の
重
要
施
策
等
に
つ

い
て
報
告
・
説
明
が
行
わ
れ
た
。
ま

た
、
岐
阜
大
学
の
八
代
正
男
知
的
財

産
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
は
「
産
学
連

携
（
知
的
財
産
）
に
つ
い
て
」
説
明

が
あ
り
、
大
学
の
持
つ
知
的
財
産
と

産
業
界
の
持
つ
知
的
財
産
の
融
合
な

ど
、
産
学
連
携
に
よ
り
新
製
品
開
発

等
に
活
用
し
、
ま
た
、
人
的
交
流
も

含
め
た
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
モ
ノ
づ
く
り
技
術
の
向
上
に
対

す
る
期
待
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
『
役
員
懇

談
会
』
で
は
、
梶
原
拓
岐
阜
県
知
事

を
迎
え
、
各
業
界
の
現
状
等
に
つ
い

て
懇
談
を
行
っ
た
。

　

な
お
、
新
規
加
入
組
合
等
は
次
の

と
お
り
。（　

）
内
は
代
表
者
名
、
所

在
地
、
組
合
員
数
。

▽
山
県
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
同
組
合

（
西
森
敏
夫
、
山
県
市
、
５
名
）
▽

美
濃
繊
維
協
同
組
合
（
佐
村
道
雄
、

岐
阜
市
、
４
名
）
▽
木
の
す
ま
い
・

板
倉
の
家
協
同
組
合
（
栗
田
清
、
瑞

穂
市
、
６
名
）
▽
協
同
組
合
岐
阜
中

不
動
産
調
査
セ
ン
タ
ー
（
古
田
光
弘
、

岐
阜
市
、　

名
）
▽
協
同
組
合
岐
阜

２１

西
不
動
産
調
査
セ
ン
タ
ー
（
高
田
忍
、

大
垣
市
、
７
名
）
▽
富
士
火
災
海
上

保
険
株
式
会
社
岐
阜
支
店
（
毛
利
栄

一
支
店
長
、
岐
阜
市
）
▽
金
山
電
気

工
事
業
協
同
組
合
（
笹
俣
洋
一
、
金

　

理
事
会
で
は
、
①
新
規
加
入
組
合

の
承
認
に
つ
い
て
、
②
平
成
十
五
年

度
事
業
補
正
予
算
（
案
）
の
承
認
に

つ
い
て
、
③
平
成
十
五
年
度
重
要
事

業
実
施
状
況
報
告
に
つ
い
て
、
④
平

成
十
六
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び

収
支
予
算
（
案
）
の
概
要
承
認
に
つ

い
て
、
⑤
第　

回
中
小
企
業
団
体
全

５５

国
大
会
に
お
け
る
要
望
決
議
に
つ
い

て
、
⑥
要
望
・
陳
情
活
動
報
告
に
つ

い
て
、
⑦
中
央
会
行
事
日
程
（
案
）

に
つ
い
て
、
⑧
役
員
懇
談
会
の
内
容

新規加入組合の承認等八議案を決議
県・岐阜大学との意見交換も
中 央 会 理 事 会・役 員 懇 談 会

　

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
は
、『
理
事
会
』と『
役
員
懇
談
会
』を
一
月
二
十
二
日
、エ
ル
・
ア
リ
ー
ヴ
ォ
岐
阜（
旧

高
砂
殿
）で
開
催
し
た
。

　

理
事
会
で
は
、
①
新
規
加
入
組
合
の
承
認
②
平
成
十
五
年
度
重
要
事
業
実
施
状
況
報
告
③
平
成
十
六
年
度
事
業

計
画（
案
）概
案
承
認
な
ど
、八
議
案
に
つ
い
て
報
告
・
審
議
し
、承
認
し
た
。

　

情
報
交
換
会
で
は
、
岐
阜
県
農
林
商
工
部
の
長
屋
栄
商
工
局
長
よ
り
「
岐
阜
県
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て
」、
岐
阜
大

学
の
八
代
正
男
知
的
財
産
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
よ
り「
産
学
連
携（
知
的
財
産
）に
つ
い
て
」そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
行
わ
れ
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
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笠
原
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
（
中

島
廣
明
理
事
長
）
は
、
笠
原
町
の
特

産
品
で
あ
る
茶
わ
ん
や
タ
イ
ル
を
Ｐ

Ｒ
す
る「
ま
ち
か
ど
サ
ロ
ン
」を
オ
ー

プ
ン
し
た
。

　

組
合
事
務
所
の
一
階
部
分
を
整
備

し
設
置
さ
れ
た
同
サ
ロ
ン
は
、「
日
常

的
に
笠
原
町
を
紹
介
で
き
る
場
所

を
」
と
、
町
か
ら
組
合
が
運
営
委
託

を
受
け
開
設
し
た
も
の
で
、
町
内
の

見
ど
こ
ろ
紹
介
や
マ
グ
カ
ッ
プ
・
茶

わ
ん
の
絵
付
け
体
験
の
ほ
か
、
食
器

や
タ
イ
ル
な
ど
の
展
示
即
売
に
お
い

て
は
、
専
従
ス
タ
ッ
フ
が
窯
元
ご
と

　

県
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
育
成
・

支
援
と
雇
用
創
出
を
目
指
す
「
ビ
ジ

ネ
ス
ド
リ
ー
ム　

」
が
、
二
月
四
日

２１

に
大
垣
市
の
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン

で
開
か
れ
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

ま
た
、
合
格
祈
願
の
言
葉
を
素
焼

き
茶
わ
ん
に
書
き
込
み
、
本
焼
き
し

て
笠
原
神
明
宮
で
祈
願
す
る
「
合
格

茶
わ
ん
」
絵
付
け
体
験
や
成
人
式
で

の
晴
着
姿
写
真
の
タ
イ
ル
へ
の
焼
き

付
け
も
実
施
さ
れ
た
。

　

白
川
茶
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ

て
い
る
。

茶
わ
ん
・
タ
イ
ル
の
街
か
ら
情
報
発
信

「
ま
ち
か
ど
サ
ロ
ン
」
を
開
設

笠
原
陶
磁
器
工
業　
（協）

　

開
会
式
の
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
で
放

送
さ
れ
て
い
る
「　

世
紀
ビ
ジ
ネ
ス

２１

塾
」
の
キ
ャ
ス
タ
ー
の
藤
沢
久
美
氏

よ
り
、「
成
功
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

は
、
何
が
違
う
の
か
？
」
と
題
し
、

特
別
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

会
場
に
は
、
各
種
支
援
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
、
岐
阜
県
中
央
会
も

ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
来
場
者
に
各
種

支
援
制
度
や
助
成
制
度
の
相
談
及
び

紹
介
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
展
示
会
に
は

十
三
社
が
出
展
し
、
独
自
技
術
・
製

品
の
ア
ピ
ー
ル
に
努
め
て
い
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ

（
就
職
面
接
会
）
が
開
か
れ
、
出
展

し
た
五
十
二
社
の
各
ブ
ー
ス
で
は
、

真
剣
に
耳
を
傾
け
る
学
生
ら
で
溢
れ

か
え
っ
て
い
た
。

　

関
工
業
団
地
協
同
組
合
（
野
田
豪

一
理
事
長
）
は
、「
産
学
官
連
携
説
明

会
」
を
一
月
二
十
八
日
に
関
市
新
迫

間
の
組
合
事
務
所
で
行
っ
た
。

　

産
学
官
の
連
携
に
よ
り
、
人
的
交

流
の
ほ
か
、
大
学
の
技
術
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（財）岐阜県研究開発財団が皆様の研究開発を支援します！

産学官共同研究助成制度の紹介
募集期間：平成１６年３月１日から４月５日まで

（財団のホームページから計画書ダウンロード可能）

産学官共同研究助成制度とは・・・
　岐阜県内の企業が大学や岐阜県試験研究機関等の有する優れた研究シーズを活用し共同で研究開発を
行う際に必要な経費の一部を助成する制度です。

制度の概要
１．対象となるテーマ
　◆メカトロニクス、新素材、バイオテクノロジー等の先端技術に関する研究開発
　◆福祉機器、環境保全機器、リサイクル技術等に関する研究開発
　◆その他、県内産業の高度化に資する研究開発
２．応募資格
　県内に所在する企業（研究グループ、組合等を含む）で、大学や岐阜県試験研究機関等の技術シーズを
実用化するため、大学や岐阜県試験研究機関等と共同で研究開発を行う者

３．助成内容
　◆助成対象費目　　原材料費、機械装置費、外注加工費、委託費等　　　※人件費は対象外です。
　◆助 成 額　　事業費の２／３以内で１年間最高５００万円まで
　◆助 成 期 間　　最大２年間（ただし、単年度ごとに審査）
４．審　　査　　産学官で構成する「認定審査会」で選考
５．提出書類
　平成１６年度産学官共同研究助成金制度募集要項で定める所定の計画書様式（一太郎，word）及び研究
概要を表したスキーム図（任意様式：Ａ４サイズで１～３枚）
※提案書の様式は、募集期間中、下記のホームページからダウンロード可能です。

６．そ の 他
　・この制度に基づく発明、発案等に関して取得した工業所有権等は、�岐阜県研究開発財団との共有に

なります。
　・研究テーマ名及びその概要は当財団の情報誌及びホームページ等により、原則公表になります。
　・本制度は、平成１６年度岐阜県及び当該財団予算が成立することを前提として募集いたします。

●お問い合わせ先　　　　＊本事業は岐阜県から補助金を受けて実施します。
　〒５０９－０１０８　　各務原市須衛町４－１７９－１
　�岐阜県研究開発財団　技術振興部　 　TEL：０５８３-７９-２２１２　 FAX：０５８３-７９-２２１５

E-mail:gikenzai@stp.pref.gifu.jp　　　URL:http//www.gikenzai.or.jp/

計画書�

内　示�

申請書�

決　定�

提
　
案�

（財）
岐
阜
県
研
究
開
発
財
団�

企
　
業�

研究所�

共同研究� 審査会�

大
　
学�

申
　
請�
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 中 小 企 業 情 報 創 造 発 信 強 化 支 援 事 業 

　平成１５年度「中小企業情報創造発信強化支援事業」を活用し、１８組合等がホームページを新規開設、８組合等

がリニューアルを実施しましたので、ご紹介します。

　各組合等のホームページは、以下のＵＲＬからアクセスできるほか、中央会ホームページ内の「組合等とのリン

ク」からもアクセスできます。ぜひご覧下さい。

【新　規】（１８組合等）

業　　種Ｕ　Ｒ　Ｌ組　合　等　名

食　料　品http://www.chuokai-gifu.or.jp/seimen/岐阜県製麺�

繊維・同製品http://www.chuokai-gifu.or.jp/seni/岐阜県繊維協会

　　 〃http://www.chuokai-gifu.or.jp/nicchu-f/日中ファッション研究�

　　 〃http://www.chuokai-gifu.or.jp/creative/ファッションクリエイティブ岐阜�

　　 〃http://www.chuokai-gifu.or.jp/f-link/ファッションリンク岐阜�

木材・木製品http://www.chuokai-gifu.or.jp/dekamoku/�上之保デカ木住宅センター

　　 〃http://www.chuokai-gifu.or.jp/thryuutu/東濃ひのき製品流通�

　　 〃http://www.chuokai-gifu.or.jp/takumi/富加匠グループ

窯業・土石http://www.chuokai-gifu.or.jp/kasahara/笠原陶磁器工業�

機械・金属http://www.chuokai-gifu.or.jp/mekki/岐阜県メッキ（工組）

サービス業http://www.chuokai-gifu.or.jp/yumehida/一国三川ふれあい委員会

　　〃http://www.chuokai-gifu.or.jp/gs-nouki/岐阜県農業機械商業�

　　〃http://www.chuokai-gifu.or.jp/hirase/白川郷平瀬温泉サービス�

　　〃http://www.chuokai-gifu.or.jp/turuya/武芸川町特産品開発�

建　設　業http://www.chuokai-gifu.or.jp/gikaikyo/岐阜県土木建築解体事業�

運　輸　業http://www.chuokai-gifu.or.jp/bnseinou/物流ネットワーク西濃�

異　業　種http://www.chuokai-gifu.or.jp/kani21/可児商工会議所異業種交流会２１世紀クラブ

　　〃http://www.chuokai-gifu.or.jp/crad/創造研究開発�

【リニューアル】（８組合等）

業　　種Ｕ　Ｒ　Ｌ組　合　等　名

窯業・土石http://www.chuokai-gifu.or.jp/tokikan/土岐輸出陶磁器完成�

　　〃http://www.chuokai-gifu.or.jp/tsumagi/妻木陶磁器工業�

小　売　業http://www.chuokai-gifu.or.jp/gifu-zds/岐阜県電器（商組）

　　〃http://www.chuokai-gifu.or.jp/donburi/駄知小売商業�

サービス業http://www.chuokai-gifu.or.jp/gijusei/�岐阜県柔道整復師会

　　〃http://www.chuokai-gifu.or.jp/gifubuil/�岐阜県ビルメンテナンス協会

　　〃http://www.chuokai-gifu.or.jp/gifupda/�岐阜県歯科医師会

　　〃http://www.chuokai-gifu.or.jp/sugo/数河高原観光協会
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均衡処遇で　活かせ　パートの「人材力」
～ パートタイム労働指針が変わりました ～

厚生労働省　雇用均等・児童家庭局
財 団 法 人 ２ １ 世 紀 職 業 財 団

　パートタイム労働指針は、パートタイム労働法に基づいて、パートタイム労働者の適正な労働条件の
確保と雇用管理の改善に関して、事業主が講じなければならない措置をわかりやすく定めたものです。
　平成１５年８月の指針改正で、パートタイム労働者と正社員との間の均衡を考慮した処遇の考え方が具
体的に示されるとともに、事業主の方が講ずべき措置が追加されました。
　事業主の方は、パートタイム労働指針の内容について十分ご理解いただき、パートタイム労働者の「適
正な労働条件の確保」・「雇用管理の改善」に向けて、適切な措置を講ずるよう努めてください。

◇中小企業の人事・労務担当者必携の１冊◇

�  賃金・労務ガイドブック
採用から退職まで賃金・労務・人事必須５０項目の解説と賃金改定データを網羅

　　　　　　　労務関係トピックス（労働法改正など）
◆経　 　 済　・一般経済情勢　・物価／生計費　・雇用情勢
◆経　 　 営　・生産性　・人件費　・企業収益
◆雇 用 管 理　・新卒採用　・キャリア（中途）採用　・パートタイマー／契約社員
　　　　　　　・派遣労働者／アウトソーシング　・雇用調整　・ワークシェアリング
　　　　　　　・定年制／継続雇用／早期退職
◆人 事 管 理　・評価制度　・目標管理　・人事制度／昇進、昇格　・配置、異動
　　　　　　　・能力開発／人材育成　・均等待遇
◆賃　 　 金　・初任給　・昇給、ベースアップ　・賃金水準（パート時給・年収・職業別・地域別）
　　　　　　　・賃金制度　・賃金体系、手当　・賞与（水準・業績連動）　・最低賃金
　　　　　　　・退職金、年金（制度の見直し・水準）　・役員報酬　・ストックオプション
◆労　 　 務　・労働時間　・労働時間制度（変形労働時間制・みなし労働時間制）　・就業管理
　　　　　　　・休日、休暇　・育児、介護休業　・出張旅費、日当　・トラブル防止
◆福 利 厚 生　・慶弔見舞金、表彰　・社会保険　・生活支援／レクリエーション　・安全衛生
◆社会の動き　・公的年金　・給与税制　・中国経済、労働市場　・創業、起業
　　　　　　　労働関係の中小企業支援策一覧
■お申し込みは・・・　（下記申込書にご記入の上、郵送又はＦＡＸにてお申込み下さい）
　岐阜県中小企業団体中央会　　調査労働チーム　　　　　　　Ａ４判　定価３,６７５円（税込・送料別）
　〒５００-８３８４　岐阜市薮田南５-１４-５３　県民ふれあい会館１２F 全国中小企業団体中央会　編
　TEL ０５８-２７７-１１０３　　　FAX ０５８－２７３－３９３０ �中小企業情報化促進協会　発行

 申 込 書  賃金労務ガイドブック お申込み数　　　　　冊

新訂 中小企業のための

２００４年版

〒
ご 住 所

企業・団体名

電話番号ご担当者名

キリトリ線
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組合クリニック（税務）
平成１６年４月から

「総額表示（消費税を含んだ価格）方式」がスタートします！

　平成１６年４月から、消費者に対する「値札」や「広告」などにおいて価格を表示する場合には、消費
税相当額を含んだ支払総額の表示を義務付ける「総額表示方式」がスタートします。
　事業者の皆様におかれましては、制度創設の趣旨をご理解いただき、早めの対応を行うなど、その円
滑な施行にご協力下さい。

●「総額表示」の対象は？
　「総額表示」の義務付けは、消費者に対して商品やサービスを販売する課税事業者が行う価格表示を
対象とするもので、それがどのような表示媒体によるものであるかを問いません。具体的には、以下
のような価格表示が考えられます。

　　◆値札、商品陳列棚、店内表示、商品カタログなどへの価格表示
　　◆商品のパッケージなどへの印字、あるいは貼付した価格表示
　　◆新聞の折込広告、ダイレクトメールなどによる配布するチラシ
　　◆新聞、雑誌、テレビ、インターネットホームページ、電子メールなどの媒体を利用した広告
　　◆ポスター　　など
　※「総額表示」の義務付けは、価格表示を行う場合を対象とするものであって、価格表示を行ってい

ない場合について表示を強制するものではありません。

●価格表示について
　価格表示の方法は、商品やサービスによって、あるいは事業者によってさまざまな方法があると考
えられますが、例えば、現在、税抜価格９,８００円で販売されている商品であれば、値札などに消費税相
当額を含めた「１０,２９０円」を表示することがポイントになります。
　従って、次のような表示は、支払総額がひと目で分かりませんので、「総額表示」には該当しません。

税抜９,８００円＋税　　　　９,８００円税抜　　　　税抜９,８００円　税４９０円

●平成１６年４月に向け、早めの対応をお願いします。
　総額表示義務は、平成１６年４月１日からの適用されますので、対象となる取引を行う事業者は、平
成１６年４月に向けた対応が必要になります。具体的には、値札や棚札、広告、カタログなどの価格表
示において、消費税相当額を含んだ支払総額を表示する必要がありますが、値札などの表示を平成１６年
４月に一斉に変えるのではなく、それ以前から変更していくことも現実的な対応と考えられます。

●免税事業者の価格表示は？
　免税事業者は、取引に課される消費税がありませんので、これまでも「税抜価格」を表示して別途
消費税相当額を受け取るといったことは消費税の仕組み上予定されていません。
　したがって、免税事業者における価格表示は、消費税の「総額表示義務」の対象とされていません
が、仕入れに係る消費税相当額を織り込んだ消費者の支払うべき価格を表示することが適正な表示で
す。

●詳細については・・・
　　財務省ホームページアドレス　　　http://www.mof.go.jp/
　　　お近くの税務署または税務相談室で質問を受け付けておりますので、ご活用下さい！

　なお、中央会では中小企業情報（組合等活性化情報）ＮＯ．９４号にて詳しく掲載しております。
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１２月景況調査
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６
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
、二
ヶ

月
ぶ
り
に
改
善
の
動
き
と
な
っ
た
。

改
善
の
要
因
は
、
紙
・
紙
加
工
品
、
サ
ー
ビ

ポ
イ
ン
ト
改
善
の
動
き
と
な
り
、
４
ヶ
月
振
り
に
主

要
動
向
の
全
て
が
改
善
と
な
っ
た
。

金
型
、
機
械
工
具
の
設
備
投
資
関
連
等
の
一
部
業

種
や
運
送
業
を
中
心
に
出
て
い
る
需
要
回
復
の
動
き

に
は
変
わ
り
な
い
が
、
景
況
感
Ｄ
Ｉ
値
の
水
準
は
依

然
と
し
て
低
く
、
中
小
企
業
の
足
元
で
は
景
況
の
停

滞
感
が
根
強
く
、
企
業
経
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
国
産
農
産
物
な
ど
の
原
材
料
も
値
上
が
り

基
調
に
あ
り
、
製
品
価
格
へ
転
嫁
で
き
な
い
た
め
収

益
率
は
低
く
、
受
注
量
の
増
加
が
そ
の
ま
ま
収
益
の

改
善
に
繋
が
ら
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　県内中小企業主要業種の景気動向
（１２月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△△▲△△窯 業 原 料
○△△△△○石　 　 灰
▲▲△△○△生　 コ　 ン
▲▲▲▲▲▲砂 利 生 産
▲△▲▲△▲砕 石 生 産
△△△△△△鋳　 　 物
▲▲▲▲▲▲刃物等金属製品 （輸出） 
△△△△△△刃物等金属製品 （内需） 
△△△△△△メ　 ッ　 キ
△△△△△△県 金 属 工 業 団 地
△△△△▲△可 児 工 業 団 地
○△△△△○金　 　 型
△△△▲△○電 気 機 械 器 具
▲▲▲▲▲○輸 送 機 器
▲△▲▲△▲各種物産品（観　 光）
▲▲▲▲▲▲各種物産品（ギフト）
△△△△△△総合卸売業（飛騨地区）
△△△△△△総合卸売業（岐阜地区）
▲▲△▲▲▲陶　 磁　 器
○△△○△○機械工具・工作機械
△△△△△△青　 　 果
▲▲△▲△▲水　 産　 物
△△△▲△○家 電 機 器 販 売
▲△△△▲△メ ガ ネ 販 売
――――――中 古 自 動 車 販 売
△△△△△△石 油 製 品 販 売
△△○△△▲共 同 店 舗（ 東 濃 ）
▲△▲△▲▲共 同 店 舗（ 飛 騨 ）
▲△△△△△生 花 販 売

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△△▲△△味 噌 ・ 醤 油
▲▲▲▲△△豆 腐 製 造
△△△○○○食 肉 （ 国 産 ）
▲△▲▲△▲菓　 　 子
▲△▲▲△▲米　 　 菓
▲▲▲▲△▲酒　 　 造
▲△▲▲△▲製 麺
▲△▲▲△▲撚　 糸
△△△△△○ニ ッ ト 工 業
▲▲▲▲△▲毛　 織　 物
△△△○△○合 成 繊 維 織 物
▲△△▲▲△メ ン ズ ア パ レ ル
▲△△▲▲▲婦 人 ・ 子 供 服
△△▲△△▲縫　 　 製
△○△△△△製　 　 材
△△△○○○銘　 　 木
△△△△△△集　 成　 材
△△△△△△家 具 （ 飛 騨 ）
△▲△△○△東 濃 ひ の き
△△△△△△家　 庭　 紙
△△△○△○特　 殊　 紙
△△△△○○紙　 加　 工
△△△△△△印　 　 刷
▲▲△△▲▲プ ラ ス チ ッ ク
▲▲△△△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
▲▲▲▲○▲陶 磁 器 （ 輸 出 ）
▲△△▲▲▲タ イ ル

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲▲▲▲▲▲岐 阜 市 商 店 街
○△○△△○大 垣 市 商 店 街
▲▲▲▲▲▲多 治 見 市 商 店 街
▲△▲▲△▲恵 那 市 商 店 街
▲△▲▲△▲高 山 市 商 店 街
△△△△△▲車 体 整 備
△△△▲△△タ イ ヤ 整 備
○△○○△○長 良 川 畔 旅 館
△△△△△△下 呂 温 泉 旅 館
△△△▲▲▲高 山 旅 館
▲△▲▲▲▲ク リ ー ニ ン グ
△△△△△△広 告 美 術
△△△△△△情 報 サ ー ビ ス 業
△△△▲△△映 像 制 作
△△△△△△飲　 食　 業
▲△△▲▲△ビ ル メ ン テ ナ ン ス
△△△△△▲理 容 ・ 美 容 業
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 岐 阜 ）
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 飛 騨 ）
▲▲△▲▲▲土木・建築（羽島）
▲△▲▲▲△建 築 （ 各 務 原 ）
△△▲△▲▲鉄 構 造 物
▲△△△▲▲電 気 工 事
△△△△△△管 設 備 工 事
△△△△△△建 築 板 金
▲△△▲▲○建　 　 具
△▲△△▲△産直住宅（付知地区）
△△△△▲○貨 物 運 送（ 県 域 ）
△△▲○△○軽 運 送
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

■企業誘致への取り組み
　ウエストヴァージニア州政府のDevelopment Office
（以下、産業開発局。）では、１０年以上前から、国内
外の企業の誘致に積極的に取り組んでいる。中でも、
外資企業の誘致にとりわけ重点を置いており、名古屋
とミュンヘンには海外事務所を設置し、州への投資促
進、州からの輸入促進、観光ＰＲ等の活動を中心に行っ
ている。現在のワイズ知事をはじめ、歴代の州知事が、
外資企業の州への投資が、州民に数多くの雇用の場を
提供し、それが州経済の飛躍につながると唱え、最重
要政策の一つに上げている。
　また、親日家で有名な当州選出のロックフェラー上
院議員は、頻繁に日本へ足を運び、経済界との関係構
築に大きく貢献している。こうした努力が成果を上げ、
自動車エンジンの酸素センサー製造工場をオープンし
たＮＧＫスパーククラブを皮切りに、トヨタ自動車や、
加藤製作所（岐阜県可児市本社）などが、次々に進出
しこれまで、約２０社が州への投資を行っている。
■ウエストヴァージニア州の魅力
　当州の魅力は、そのロケーションにある。東部、南
部、中西部の真ん中に位置しているため、半径約８００
キロ以内にニューヨーク、ワシントン、アトランタな
どの大都市があり、米国人口の約６分の１が住むと言
われている。これらの地域へは、航空貨物専用便、鉄
道、運河などの信頼性が高く、効率のよい輸送システ
ムが整備され、また、６本の主要高速道路が州内各地
を網羅しているので、輸送トラックでも、一晩でアク
セスが可能となっている。次に、生活の質が挙げられ
る。統計によると、当州は２７年連続で全米最低の犯罪
発生率を維持しているので、セキュリティーにかかる
コストを、節約することができる。

　私も、三年前にこの州
に赴任した際、一般的な
先入観をもっていたが、
すれ違う人々のリラック
スした雰囲気や治安の良
さに、拍子抜けした覚え
がある。さらに、他州に
比べ、物価が安く、土地
や住宅など高価な不動産
でもかなりお値打ちに手
に入れることが可能であ
る。しかし、何より一番の当州の魅力は、州政府職員
のサポートにあると私は思う。
■誘致後の支援体制
　当州では、州政府全体でチーム体制を組み、計画段
階から、赴任後まで、全面的に企業のサポートを行っ
ている。具体的には、用地選定、視察地アレンジ・ア
テンド、ローンの申請、会社設立、環境許可取得申請、社
員募集等、幅広い内容で企業のニーズに柔軟に対応し
ている。例えば、工場の建設に関心のある企業が、視
察を希望する場合、名古屋にある日本代表事務所が視
察地等のアレンジや各種アドバイスを行った後、州産
業開発局の職員が滞在中のアテンドを行うが、彼らの
連携は絶妙で、その働きぶりには圧倒させられる。
　企業の訪問中は、かれらのリクエストにできるだけ
応え、用地の視察以外に、州政府関係者との各種ミー
ティングや、すでに進出している日系企業との懇談会
を設け、滞在をより有意義なものにしている。休日で
も、観光地や、芸術鑑賞、アウトドアスポーツ施設へ
案内し、訪問者を決して退屈させない。産業開発局に
は、日本に住んだ経験がある職員もおり、日本人のビ
ジネスマナーを実によく勉強しており、その熱心さに
はいつも感心させられる。もちろん、進出後のサポー
ト体制も万全である。
　さらに、州では、州に投資を行う企業の税負担が大
幅に軽減される優遇税制や、在住日本人のために、日
本語版の自動車運転免許筆記試験問題や現地学校への
入学の手引きを作成したり、毎週土曜日には、子女の
ため日本語補習校を設立するなど、様々なインセン
ティブを提供している。このような、日本的な真心の
こもったサービスを受けられる州は、正直、少ないと
思われる。今後のさらなるウエストヴァージニア州の
発展を期待したい。

日本企業誘致策
ウエストヴァージニア州政府

岐阜県WV（ウエストバージニア）州駐在員　酒 井 弘 貴

��������	
��
������������������ !"#
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【
発
明
大
賞
と
特
許
の
取
得
】

　

美
濃
焼
Ｃ
Ｔ
タ
イ
ル
振
興
会（
会
長

長
江
隆
平
氏
）
は
、
協
同
組
合
ケ
ー
エ

ス
ジ
ー
、美
濃
タ
イ
ル
商
業
協
同
組
合
、

笠
原
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
が
中
心

と
な
っ
て
美
濃
焼
タ
イ
ル
業
界
の
高
機

能
製
品
と
し
て
大
企
業
に
対
抗
で
き

る
「
Ｃ
Ｔ
タ
イ
ル
」
を
開
発
し
、
製
造
、

販
売
を
行
う
者
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
。

　
「
Ｃ
Ｔ
タ
イ
ル
」は
、理
学
博
士
市
村

昭
二
先
生
が
発
明
し
た
Ｃ
Ｔ
パ
ウ

ダ
ー
を
原
料
に
し
た
汚
れ
が
付
き
に

く
い
、
汚
れ
が
自
然
に
落
ち
る
タ
イ
ル

で
あ
り
、
最
近
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ

放
送
で
紹
介
さ
れ
る
な
ど
注
目
を
集

め
て
い
る
。　

　

こ
の
市
村
博
士
の
特
許
が
一
月
二

十
三
日
付
け
で
確
定
し
た
こ
と
、又
そ

の
喜
び
の
中
、
一
月
三
十
日
に
は
、
財

団
法
人
日
本
発
明
振
興
協
会
か
ら

「
電
荷
移
動
型
触
媒
を
利
用
し
た
セ
ル

フ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
タ
イ
ル
」
と
し
て
「
発

明
大
賞
」
に
受
賞
し
た
知
ら
せ
が
届
い

た
。

　

こ
の
二
つ
の
快
挙
は
、
今
後
の
市
場

開
拓
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
期

安
定
の
中
、
組
合
員
が
破
産
、
倒
産
す

る
こ
と
が
た
び
た
び
あ
り
、
国
税
を
滞

納
し
た
こ
と
に
よ
り
、
組
合
員
の
持
分

を
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
場
合
、
持
分
の
全
額
（
主

に
出
資
金
）
を
請
求
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
第
二

十
二
条
の
規
定
に
よ
る
脱
退
者
の
組

合
に
対
す
る
債
務
（
未
払
い
賦
課
金

等
）
の
相
殺
が
認
め
ら
れ
ず
、
組
合
が

待
さ
れ
る
。

【
組
合
に
と
っ
て
ち
ょ
っ
と
い
い

ニ
ュ
ー
ス
】

　

不
幸
な
話
で
は
あ
る
が
、
経
済
の
不

泊
施
設
で
、
一
、
二
階
が
マ
ン
ガ
図

書
館
に
な
っ
て
お
り
、
姉
妹
都
市
の

ベ
ル
ギ
ー
・
リ
バ
ン
市
な
ど
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
約
四
万
冊
の
マ
ン
ガ
が
、

本
棚
に
並
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、施
設
内
に
あ
る「
お
ん
り
ー

湯
」
が
利
用
で
き
る
た
め
、
の
ん
び

り
と
寛
げ
る
の
が
魅
力
で
あ
る
。

　

夏
に
は
野
生
動
物
の
生
態
を
見
な

が
ら
自
然
を
楽
し
み
、
冬
に
は
白

木
ヶ
峰
ス
キ
ー
場
で
ウ
イ
ン
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
を
満
喫
す
る
。
そ
し
て
疲
れ

た
体
を
温
泉
と
マ
ン
ガ
で
癒
す
。
是

非
、
足
を
運
ん
で
マ
ン
ガ
を
読
ん
で

見
て
下
さ
い
。

　

二
月
一
日
、
飛
騨
市
が
誕
生
し
た
。

古
川
町
・
河
合
村
・
宮
川
村
・
神
岡

町
が
合
併
し
、
岐
阜
県
の
最
北
端
に

位
置
し
て
い
る
。
そ
の
中
の
旧
宮
川

村
は
、
平
成
三
年
度
に
国
土
庁
モ
デ

ル
事
業
の
採
択
を
受
け
、
平
成
六
年

八
月
に
「
飛
騨
ま
ん
が
王
国
」
の
建

国
を
宣
言
し
た
。
ま
ん
が
の
持
つ

ユ
ー
モ
ア
感
覚
や
ま
ん
が
的
発
想
で

地
域
づ
く
り
を
推
進
し
、
沢
山
の
マ

ン
ガ
を
読
め
る
「
ま
ん
が
サ
ミ
ッ
ト

ハ
ウ
ス
」
を
中
心
に
、
笑
い
に
包
ま

れ
た
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
き
た
。

　
「
ま
ん
が
サ
ミ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
」
は
、

マ
ン
ガ
が
読
み
放
題
の
温
泉
付
き
宿

飛
騨
ま
ん
が
王
国

飛
騨
市
宮
川
町

飛
騨

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
七－

三
四－

四
三
〇
〇

Ｅ
-m
ail：
chuokaih@

quartz.ocn.ne.jp

高
山
市
天
満
町
五－

一－

一
二
（
高
山
米
穀
駅
前
ビ
ル
内
）

松
野
信
一
支
所
長
、
武
田
京
子
・
水
野
謙
二

東
濃

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
二－

二
五－

〇
八
六
五

Ｅ
-m
ail：
ch
u
o
k
ait@
q
u
artz.o

cn
.n
e.jp

多
治
見
市
東
町
一－

九－

三
（
美
濃
焼
セ
ン
タ
ー
）

三
宅
利
勝
支
所
長
、
後
藤　

諭
・
板
津
朱
里

第　

次
労
働
災
害
防
止
推
進
計
画

１０

岐
阜
労
働
局

一
、
計
画
の
ね
ら
い

○
す
べ
て
の
働
く
人
々
の
安
全
と
健

康
は
、
最
も
重
要
な
国
民
的
課
題
の

一
つ
で
あ
り
、
社
会
環
境
に
対
応
し

た
対
策
を
推
進
す
る
。

○
事
業
場
に
お
け
る
自
主
的
な
安
全

衛
生
管
理
活
動
の
促
進
に
よ
り
、
労

働
災
害
防
止
対
策
の
さ
ら
な
る
推
進

を
図
る
。

○
労
働
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
労

働
災
害
防
止
対
策
を
推
進
す
る
。

二
、
計
画
の
期
間

平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で

１５

１９

三
、
計
画
の
目
標

　
　

岐
阜
県
内
の
労
働
災
害
に
よ
る

（一）死
亡
者
数
を
大
幅
に
減
少
さ
せ
る
こ

と
。
年
間　

人
を
大
き
く
下
回
る
こ

３０

と
を
目
指
し
、
一
層
の
減
少
を
図
る
。

　
　

計
画
期
間
中
に
お
け
る
労
働
災

（二）害
総
件
数
を
第
９
次
労
働
災
害
防
止

推
進
計
画
期
間
中
の
同
総
件
数
に
対

し
て　

％
以
上
減
少
さ
せ
る
こ
と
。

２０

　
　

じ
ん
肺
等
の
職
業
性
疾
病
の
減

（三）少
、
死
亡
災
害
に
直
結
し
や
す
い
酸

素
欠
乏
症
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
等
の

撲
滅
を
図
る
こ
と
。

　
　

過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
、

（四）職
場
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
健
康
障
害
等

の
作
業
関
連
疾
患
の
着
実
な
減
少
を

図
る
こ
と
。

損
失
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
。

　

し
か
し
、
多
治
見
市
の
Ａ
組
合
は
、

こ
の
法
を
主
張
し
、粘
り
強
く
交
渉
し

た
結
果
、
相
殺
を
認
め
ら
れ
た
。
こ
の

結
果
、
組
合
に
対
す
る
債
務
約
百
六

十
万
円
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

す
べ
て
が
こ
の
よ
う
に
認
め
ら
れ
る

か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
良
き
前
例
と
し

て
紹
介
す
る
。

　

グ
ッ
ド
ニュ
ー
ス
二
題

万一の事故から�
　　　　あなたの財産を守る�
　　　　　　　　　　火災共済�！！�

普通火災共済・総合火災共済の�

岐阜県火災共済協同組合�
岐阜市六条南2丁目11-1�
TEL（058）272-3555（代）�



2004 年（平成 16 年）2月 15 日　　岐阜県　中 小 企 業 情 報　　（第三種郵便物認可）　第 532 号（１１）

�
…「
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
関
連
中
小
企
業
者
等
の
融
資
相
談
窓
口
」設
置
！

　
　
　

●
お
問
い
合
わ
せ
先　

岐
阜
県
＝
経
営
支
援
室
又
は
各
地
域
農
林
商
工
事
務
所
・
産
業
労
働
課
／
岐
阜
県
中
央
会
・
組
織
指
導
チ
ー
ム
ま
で

この広報紙は岐阜県からの助成を受けています。

　

岐
阜
県
中
小
企
業
青
年
中
央
会

（
田
口
日
出
生
会
長
）
は
、
ふ
れ
あ

い
交
流
会
及
び
新
春
懇
親
会
（
一
月

二
十
三
日
・
ぱ
る
る
プ
ラ
ザ
岐
阜
）

を
開
催
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
未
来
株
式
会
社
の

武
山
博
社
長
よ
り
「
人
づ
く
り
物
づ

く
り
の
原
点
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が

行
わ
れ
、
新
春
懇
談
会
で
は
、
互
い

の
交
流
を
深
め
た
。

〈
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

U
R
L-http://w

w
w
.chuokai-gifu.or.jp/

  
 
          
 
 
                    

〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉

info@
chuokai-gifu.or.jp

      
                  

　

岐
阜
県
中
小
企
業
組
合
士
協
会

（
沢
野
美
得
会
長
）
は
、
弁
護
士
の

浦
田
益
之
氏
を
助
言
者
と
し
て
招
き
、

「
特
定
調
停
制
度
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
、
研
究
懇
談
会
（
一
月
二

十
六
日
・
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
）
を
開
催

し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
組
合
等
が
抱
え
る

諸
問
題
や
喫
緊
の
課
題
つ
い
て
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



プ
ラ
ザ
岐
阜
）

　

日　

県
中
小
企
業
組
合
士
協
会
・

２６
懇
談
会
（
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
）

　

日　
　

岐
阜
県
電
機
工
業
会
・
臨

２７

（社）

時
総
会
及
び
新
年
互
例
会
（
す
ぎ

山
）

　
　

県
食
品
産
業
協
議
会
・
研
修
会

（
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

　

日　

岐
阜
県
眼
鏡
士
技
能
認
定
委

２８
員
会
（
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
）

　

日　

第
１
回
人
材
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ

３０
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
（
ふ
れ
あ
い

会
館
）

〈
一
月
中
〉

７
〜　

日　

岐
阜
県
陶
磁
器
工
業

１２
（
協
連
）
傘
下
十
四
組
合
「
新
春

見
本
市
」（
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
、
瑞

浪
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
他
）

８
〜
９
日　

多
治
見
陶
磁
器
工
業　
（協）

「
新
春
見
本
市
」（
セ
ラ
ミ
ッ
ク

パ
ー
ク
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
）

　

日　

岐
阜
県
知
事
と
の
面
談
（
岐

１３
阜
県
庁　

知
事
室
）

　

日　

笠
原
町
水
野
隆
夫
町
長
来
会

１６
（
中
央
会
役
員
室
）

　

日　

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
部　

１７

（協）

創
立　

周
年
記
念
式
典
（
岐
阜
グ

１０

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

　

日　

岐
阜
大
学
等
知
的
財
産
事
業

２１
化
支
援
連
絡
会
議
（
岐
阜
県
庁　

県
議
会
棟
）

　

日　

中
央
会
理
事
会
及
び
役
員
懇

２２
談
会
（
エ
ル
・
ア
リ
ー
ヴ
ォ
岐
阜
）

　

日　

青
年
中
央
会
・
ふ
れ
あ
い
交

２３
流
会
及
び
新
春
懇
親
会
（
ぱ
る
る

〈
三
月
中
〉

青
年
部
講
習
会
の
ご
案
内

　

岐
阜
県
中
央
会
と
岐
阜
県
中
小
企

青
年
中
央
会
が
ふ
れ
あ
い
交
流
会
を
開
催

中
央
会
関
係
団
体
も
懇
談
会
等
を
実
施

業
青
年
中
央
会
（
田
口
日
出
男
会
長
）

は
、
土
岐
市
で
『
青
年
部
講
習
会
』

を
開
催
し
ま
す
。

　

講
演
会
は
、
テ
レ
ビ
等
で
お
な
じ

み
の
福
岡
政
行
氏
（
白
鴎
大
学
教
授
）

よ
り
「
地
方
分
権
と
地
域
経
済
の
活

性
化
」
に
つ
い
て
講
演
頂
き
ま
す
。

【
日
時
】
平
成　

年
３
月
４
日　
　

１６

（木）
１８

時
〜　

時
２０

【
会
場
】「
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
」

組
合
税
制
研
修
会
の
ご
案
内

　

岐
阜
県
中
央
会
は
、
県
下
三
会
場

で
『
組
合
税
制
研
修
会
』
を
開
催
し

ま
す
。

　

研
修
会
で
は
、
十
六
年
度
の
税
制

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】《
岐
阜
会
場
》
３
月

　

日　

・
岐
阜
市
「
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ

１８

（木）

ア
岐
阜
」、《
飛
騨
会
場
》
３
月　

日
１９

　

・
高
山
市
「
高
山
市
民
文
化
会
館
」、

（金）《
東
濃
会
場
》
３
月　

日　

多
治
見

２２

（月）

市
「
多
治
見
美
濃
焼
セ
ン
タ
ー
」

※
各
日
と
も
、　

時　

分
か
ら　

時

１３

３０

１５

　

分
で
す
。

３０

　
『
青
年
部
講
習
会
』
及
び
『
組
合
税

制
研
修
会
』
の
申
込
み
・
お
問
い
合

わ
せ
は
、
中
央
会
・
組
織
指
導
チ
ー

ム　

T
E
L
〇
五
八
（
二
七
七
）
一

一
〇
二
、
F
A
X
〇
五
八
（
二
七
三
）

三
九
三
〇
ま
で
。

４
日　

岐
阜
県
中
小
企
業
産
業
廃
棄

物
対
策
連
絡
会
議
（　

時　

分
〜

１０

３０

／
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）
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���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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岐
阜
県
食
品
産
業
協
議
会
（
安
江

政
弘
会
長
）
は
、
中
小
企
業
診
断
士

の
加
藤
寛
昭
氏
を
講
師
に
招
き
、「
地

場
産
品
を
活
用
し
た
新
商
品
開
発
と

経
営
戦
略
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、

研
修
会
（
一
月
二
十
七
日
・
グ
ラ
ン

ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）
を
開
催
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
顧
客
目
線
に
た
っ

た
新
商
品
開
発
や
経
営
戦
略
の
ヒ
ン

ト
を
勉
強
し
た
。

この広報紙は岐阜県からの助成を受けています。


